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１．洋上風力発電が生態系や漁業に与える影響

２．洋上風力発電等と漁業協調の例

３．「再エネ海域利用法」と漁業協調・地域共生

４．海産研の提言：漁業協調型ウィンドファーム

５．洋上風力発電と地域共生・地域振興
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調査段階

建設段階

風況調査

ボーリング調査

パイル打設

ケーブル敷・埋設

漁獲対象生物
への影響？

シャドウフリッカー

懸濁物

潮流・海流の変化

砂の移動

振 動

騒 音

懸濁物

漁業への影響？
操業範囲の制限？

休漁の発生？

風車運転

メンテナンス

発電運用段階

漁はできる
のかな？

魚は減らな
いかな？

電磁波

（出典：一般社団法人海洋産業研究・振興協会資料をベースに、
左下のピンクの吹き出しを追加）

１．洋上風力発電が生態系や漁業に与える影響

魚礁効果は
期待できる
のかな？

漁業振興に
活用できな
いかな？

騒 音

振 動

騒 音

振 動
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（出典：Lena Bergström et.al, Effects of offshore wind farms on marine wildlife—a  
generalized impact assessment. 2014
https://iopscience.iop.org/article/10.1088/1748-9326/9/3/034012/pdf

水中音
（－）

生物相の

増大（＋）

漁業操業の

排除（＋）

海外における漁業・生態系に与える影響
の受け止め方の例

（送電ケーブル）

電磁界

（－）
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→資源保護（＋）？
→漁場喪失（－）？
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（続）同漁業・生態系に与える影響度合いの評価

M：海棲哺乳類
Ｆ：魚類

Ｂ：底生生物

＜建設段階＞

＜運用段階＞

（出典：同前）

（水中音・杭打音：－）

（その他水中音：－）

（堆積物の拡散：－）

（水中音：－）

（電磁界：－）

（漁業操業の排除：＋）

（生物相の増大：＋）



＜海外レポート紹介＞デンマーク政府の見解（着床式）

（出典：Offshore Wind Farms and the Environment Danish Experiences from Horns Rev and Nysted, 2006）

＜鳥類＞
・鳥類の衝突リスクは低い。
・全体として鳥類の生息数に
対する影響はほとんどない。

＜海産哺乳類＞

・アザラシは、騒音が大きい杭打設
作業時に影響あるものの、それ以
外、挙動に影響は見られない。
・ ネズミイルカはHORNS REVで

は、施工工事期間中は減少したが、
運転期間中は再び増加した。
・NYSTEDでは、施工工事期間中
大幅に減少し、運転開始後2年でも
若干の回復しかみられなかった

＜底生生物＞
・風車基礎部および洗掘防止工（盛り石）による大幅な変化
が見られ、生物相（種類数、バイオマス）は増大している。

＜魚類＞

・風車基礎部（人工魚礁群）の完
成後は、魚群に良い影響をもたら
す新しい生態系が導出されている。

・電磁界の強さと魚類の挙動の間
に関連はない。（海底送電ケーブ
ルの影響はない）
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（続）洋上風力発電が生態系や漁業に与える影響



モノパイル式洋上風車からの騒音・振動
（空中音は水中には伝搬しない）

・水中伝搬（Waterborne Path）：杭打時の打設

音、運転稼働時のナセル内発電機等の振動

音が、タワーを通じて水中に伝搬

・空中伝搬（Airborne Path）：運転稼働時のブ

レードの風切音等の空中音は水面で反射し、

水中には伝搬しない（透過率は1/1,000）

（出典：明田定満、（国研）水産研究・教育機構 水産工学研究所水産業シ
ステム研究センター長、洋上風力発電と漁業協調、西海市風力
発電等に係るゾーニング計画勉強会、平成29 年１２月2１日）

（杭打ち工事時）

（発電運用時）

7（上下出典：NEDO資料）
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(出典：平成25年度「海洋再生可能エネルギー導入による漁業海域影響調査」
小島隆人教授プレゼン資料より引用）（発注：岩手県、受託：一般社団
法人海洋産業研究会、共同研究：日本大学生物資源学部

魚種別の聴覚能力
ラインが下の方が小さな音でも聞こえる
＝聴覚は優れる
（出典：小島隆人教授作成資料）

＜国内レポート＞

サケの聴覚および風車音への反応実験 (我が国初！）

東北太平洋岸のサケの定置網漁業者が、洋上風車群の設
置により魚道変化が生じて漁獲減少を心配しているため

（海棲哺乳類、魚類、イカ・タコ類等で聴覚が異なる）



洋上風車のシロサケへの
影響調査：水中音と聴覚

洋上風車の水中音にいるシロサケの遊泳への
影響調査
－山形県の酒田市の水路内に建つ洋上風車の

音を録音し、海外文献とともに参考にして合成
音を岩手県洋野町の定置網で漁獲されたシロ
ザケに聴かせ、音源からの距離や遊泳速度の
変化を実験。

－洋上風車の合成音を聴いたシロザケの遊泳速
度は速くなっていた。シロザケがこの音を可聴
する音の大きさは140dBで、これは風車基部
から6mの距離と予想された。つまり、洋上風車
に極めて接近（6m以内）した場合にはシロザケ
は何らかの忌避反応を示す可能性。

－逆に言えば、シロサケには風車の水中音はそ
れほど影響を与えるとは考えにくいことを示唆
している。しか し、さらなる実験研究が必要。

9（出典：海洋産業研究会、洋上風力発電の漁業協調の在り方に関する提言研究≪第2版≫）

(出典：平成25年度「海洋再生可能エネルギー導入に
よる漁業海域影響調査」小島隆人教授プレゼン

資料より）
発注：岩手県、
受託：一般社団法人海洋産業研究会、
共同研究：日本大学生物資源学部



漁業協調事例① 北海道瀬棚港

（出典：平成14（2002）年度 瀬棚町洋上風力発電普及啓発
業務より。北海道瀬棚町から海洋産業研究会が受託）
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２．洋上風力発電等と漁業協調の例

もともと、防波堤内の設置ポイントで、漁業者
がアワビ、ウニ等の畜養をしていたので、洋上
風車の計画段階から検討委員会に参加いた
だき、上記の事情を考慮して、風車建設後は、
写真にあるように、風車間の空間を使って種
糸をはり、ウニ等の餌としてのコンブの養殖を
行った。（当時。漁業協調の先駆的事例）
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漁業協調事例②長崎県五島沖

浮体式洋上風力発電施設の実
証機（1/2モデル）は本来、廃棄

予定だったが、基礎部について
は、それを他の浮魚礁の基礎部
に転用したもの。

基礎部は底魚類用の魚礁、海面
部の浮魚礁は浮魚類の集魚用。
（写真、図提供：（株）岡部）
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漁業協調事例③ 福島県沖

（出典：http://www.fukushima-wind-kaiyou.jp/web/camera.php）

海洋観測データ配信システム
漁業との共存策

（右下図出典：浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業パンフレット）

（沖合約20Km
水深約130m）

ふくしま未来 ２MW

ふくしま浜風 ５MW

ふくしま新風 ７MW

ふくしま絆 洋上変電所
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13（出典：浮体式洋上ウィンドファーム実証研究事業パンフレット）

漁業協調事例④ 銚子沖
NEDO補助事業による東京電力の洋上風力実証事業

漁業協調方策について海洋産業研究会が協力

（出典：NEDOホームページより）

 

＜参考＞イセエビ天然種苗等の定着を目指

した魚礁（エビクルハウズ）

房総半島南部から流れてくるイセエビの稚エビの着床
が銚子沖でもしばしば見られていたことから、それらを
確実に定着させて漁獲につなげたいとの地元漁業者
からの要望に応えて、イセエビ用の魚礁の配置を提案。
（稚エビの回遊時期を逃してしまい、実施に至らず。）



（原典：Bela Hieronymus Buck, Gesche Krause, 
Harold Rosenthal, 2004）

(原典; Bela H.Buck, International Marine Spatial Planning 
Public Symposium, Providence, Rhode island, 2012)

着底式風車基礎部を、魚礁構造にする。

風車間の海中空間に立体的に養殖いけすを
設置する。（支柱に固着は大丈夫か？）

風車のトラス構造基礎部に養殖いけすを
設置する。（この構造なら固着はOKかも）
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海外における漁業協調の検討例(1)

洋上風車群のレイアウトを工夫して、船舶航行や
漁業操業を含む海域多目的利用を可能にする。
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洋上ウィンドファームと環境創造
（漁業協調；海域多目的利用）

漁業操業
浮体式ソーラーパネル？

海藻養殖

海洋レク

人工礁

カキ魚礁

（出典：TKI Wind op Zee Program 2019-2020、28 March 2019 ）
（https://www.topsectorenergie.nl/en/program-line-offshore-wind-and-environment）

洗掘防止工
が人工礁に

海外における漁業協調の検討例(2)



（出典：第1回山形県遊佐町沖法定協議会資料、2022年1月24日。矢印と注の挿入は中原） 1616

３．「再エネ海域利用法」と漁業協調・地域共生
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「再エネ海域利用法」による漁業協調・地域共生の流れ

（出典：経産省・国交省合同会議資料）

法定協議会。自治体が「協議会」という同じ名称で独自に別途、設置する場合も多い。
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（注：上下の吹き出し、及び右端の緑の箱は中原が追加挿入）

「促進区域指定ガイドライン」発表
(2019 (R1).6.11)

・漁業に支障を及ぼさないことが見込めること
・促進区域の占用許可にあたっては、漁業者

の了解が条件（右上の濃紺の吹き出し参照）

閣議決定
2019(R1)5.7

法定協議会の設置「意見取りまとめ」（尊重義務）

事業者選定の
評価項目採点配分

（見直し検討中）

「再エネ海域利用法」による洋上風力発電事業の流れと漁業との関係
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占用指針の「記載要領及び様式集」（次々頁参照）
【様式3-1-18】別紙１５：周辺航路、漁業等との協調、共生

「関係漁業者や関係海運業者等の地元関係者と、どのように
対話し、理解を得ながら進めていくのか、考え方を記載すること。」

事業者は、周辺航路、漁業等との
協調、共生の具体的方策を記載。

ウィンドァーム認証
風車の建設前に設計上
の強度、安全性を評価、
認定 （日本海事協会）

（次頁参照）

漁業影響調査 ／ 環境影響評価
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（注：着床式等のカコミ書きは中原。２０２２年９月２5日検索）

（出典：https://www.classnk.or.jp/hp/pdf/authentication/renewableenergy/ja/windfarm/RE-081-02_offshore_j.pdf）

ClassNK（日本海事協会）による
ウィンドファーム認証・登録簿

着床式

浮体式

ジャケット式



「公募占用指針」、「記載要領及び様式集」の概要
（2021.12.24 経産省・国交省共同発表資料より作成）

【様式3-1-18】別紙１５：周辺航路、漁業等との協調、共生

別紙１５：周辺航路、漁業等との協調、共生 本様式ページ番号/ページ数

周辺航路、漁業等との協調、共生について、下記事項を含めて具体的に記載すること。

：関係漁業者や関係海運業者等の地元関係者と、どのように対話し、理解を得ながら
進めていくのか、考え方を記載すること。
：公募占用指針第２章（５） 2）に記載された事項への対応方針を記載すること。

記載要領及び様式集 （各区域共通）

「公募占用指針」（関係部目次、各区域共通）

第２章 公募対象とする事業の要件
（５）その他留意すべき事項

２）本促進区域に係る漁業・地域との協調の在り方等について
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（出典：能代、三種、男鹿市沖の場合、https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001374743.pdf）

（出典：同上、
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.mlit.go.jp%2Fk
owan%2Fcontent%2F001374745.docx&wdOrigin=BROWSELINK）



促進区域の法定協議会
「意見とりまとめ」の目次構成

「意見取りまとめ」の内容は、以降ずっと尊重義務が課せられる。選定
された事業者は協議会のメンバーに加わるので、数10年の事業期間
中、協議会内で地域共生および漁業協調に関する協議が行われ、要
すれば軌道修正を促すことも可能。（PDCAサイクル）

(1)全体理念
(2)地域や漁業との共存及び漁業影響調査について

(3)洋上風力発電設備等の設置位置等についての留意点
(4)洋上風力発電設備等の建設に当たっての留意点
(5)発電事業の実施に当たっての留意点
(6)環境配慮事項について
(7)その他
※千葉県銚子沖では、(6)発電事業の終了時における設備等の扱いに係る留意点、

が挿入されている。

→多くは「基金」創設、そこへの事業者の出捐を謳っている。
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